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先月２８日（日）、京都国立博物館にて講演「時宗の声明と踊躍念仏」が行われ

ました。なんと、整理券配布の２時間前から行列ができ、２００名の定員はあ

っという間に埋まってしまいました。私も、まずそんな事態になるとは思って

いなかったので、当日見に来られて、整理券を受け取れなかったお檀家様には

大変申し訳ない思いです。「朝日新聞デジタル」に動画が配信されていますので

ご覧いただける方はぜひどうぞ。踊りというよりは、能のような静かな足踏み

が中心です。一遍上人の和讃と合わせて独特の世界が演出されています。
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いよいよ令和の時代の始まりとなりました。世間の空気感は具体的なものではありませんが、何かを期

待する様子ではないでしょうか。それだけ日本には平和の裏に隠れた課題も多いということでしょう。

また「時宗」にとっても令和元年は特別な「二祖真教上人七百年御遠忌」厳修の年でもあります。

時宗教団確立の功労者である他阿真教上人のご功績を知ることで、さらに念仏信仰を深めていただ

ければ何よりです。

さて、元号を使う和暦やイエス・キリストの生誕日をもとにした西暦のほかに、「仏暦（仏滅紀元）」が

あるというのをご存知でしょうか。その名前の通り、仏教としての暦であり、お釈迦様の亡くなられた年を

基準に作られています。西暦と違って仏暦が亡くなった年を基準とするのは、仏教では死は忌み嫌うも

のではなく、“必ずやってくるもの”と捉えるためです。とりわけ、お釈迦様の場合は死をもって完全な涅槃
ね は ん

（さとりの世界）に入ったとも考えられています。

お釈迦様の亡くなられた年といっても確定ではなく、さまざまな説があります。仏暦を使用している東南

アジアの国でも、ミャンマーやスリランカでは入滅の年を紀元前544年、その年を仏暦元年としているの

に対し、タイやカンボジアでは、入滅の翌年、紀元前 543 年を仏暦元年としています。インドのゼロの概

念を考えれば入滅の年が仏暦0年なのでしょうか。日本にも数え年、満年齢という考え方があるので似

たようなものなのかとも思います。

インドから東南アジアへ伝わった仏教は南伝仏教といわれ、中国、朝鮮半島、日本へ伝わった北

伝仏教とは少し毛色が違います。お釈迦様が亡くなられて約百年後に、教団内で戒律をめぐって軋

轢が生じ、保守系の上座部と革新的な大衆部の2つの部派に分かれてしまったからです。これは根本

分裂と呼ばれ、簡単に言ってしまえば、南伝（上座部
じ ょ う ざ ぶ

系）と北伝（大衆部
だ い し ゅ ぶ

系）はその時の2つの流れを

汲んでいるといえます。大衆部の起こりは、大乗仏教というさらに大きな革新を生み、中国、日本と思想

が開花し、今日に至っています。ちなみに北伝仏教ではお釈迦様の生没年を紀元前 566 年～紀元

前 486 年や紀元前 463 年～紀元前 383 年とする説などがあります。

暦の話に戻ると、日本でも全日本仏教会は１９９４年に世界的に普及しているタイの仏暦を使用し

始めました。ですから、今年２０１９年は仏暦２５６２年ということになります。西暦から仏暦の年数変換

は簡単で、西暦にプラス５４３年すればよいだけ。覚えかたは５４３（こよみ）です。仏教徒として覚えて

おいて損はないのではないでしょうか。 合掌

“今年は 2562 年？”

【ホームページもご覧ください！】

https://kyoto-fukudenji.com/
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